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８
月
15
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
成
人

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
１
９
１
名
、
式
典
に
は

１
５
１
名
（
男
性
81
名
、
女
性
70
名
）
が
出

席
し
、
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
厳
粛
な
雰
囲
気
で
式
典
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。　

　
齋
藤
町
長
が
新
成
人
た
ち
の
新
た
な
門
出

を
祝
い
、
成
人
証
書
授
与
が
行
わ
れ
た
の
ち
、

中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
激
励
の
こ
と
ば
が
贈

ら
れ
る
と
新
成
人
た
ち
に
も
時
折
笑
顔
が
見

ら
れ
、
厳
し
く
も
温
か
い
励
ま
し
に
耳
を
傾

け
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
会
津
坂
下
町
で
の
思
い
出
を
振
り
返
る
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
は
、
参
加
し
た
新
成
人
た
ち

に
と
っ
て
も
感
慨
深
い
も
の
に
な
っ
た
よ
う

で
、
画
面
が
切
り
替
わ
る
ご
と
に
あ
ち
こ
ち

で
笑
い
声
が
漏
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
終
了
後
、
数
々
の
激
励

の
こ
と
ば
に
こ
た
え
、
新
成
人
を
代
表
し
て

成
田
翼
さ
ん
が
「
坂
下
町
で
育
っ
た
誇
り
、

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
忘
れ
ず
に
、

成
人
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
精

一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
。」
と
力
強
く
誓

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

平成27年会津坂下町成人式

新成人191人
� 新たな門出
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新成人のみなさんのアンケート結果
　中高生ボランティアの協力のもと、成人式のアンケートを新成人のみなさん
にお願いしました！その中からいくつかの結果を発表します。
○成人式に出席してどうでしたか？……同級生と再会できて楽しかった（73％）
○成人式はいつ開催したほうが良いですか？……お盆（８月15日）（85％）
○どのような成人式典ならいいと思いますか？…今日の様な式典が良い（69％）
　ご協力ありがとうございました！

　
会
津
坂
下
町
の
成
人
式
は
、
新
成
人
数
名
で
構
成
さ
れ
た
成
人

式
実
行
委
員
に
よ
っ
て
大
部
分
が
企
画
・
運
営
さ
れ
て
お
り
、
数

回
の
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
当
日
の
役
割
分
担
な
ど
を
決
め
ま
す
。

　
す
で
に
働
い
て
い
る
委
員
も
お
り
、
時
間
を
と
っ
て
集
ま
る
の

が
難
し
い
中
で
、
自
分
た
ち
の

成
人
式
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す

る
べ
く
話
し
合
い
を
重
ね
た
結

果
、
当
日
は
見
事
に
素
晴
ら
し

い
式
と
な
り
ま
し
た
。

成
人
式
実
行
委
員
の
活
動
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二
十
年
を
振
り
返
っ
て
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
、
い
つ
も
優

し
く
見
守
っ
て
く
れ
た
家
族
、
気
の
置
け
な
い
友
達
、
導
き
を
く
れ
た
恩
師
…
…
。

　
二
十
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
新
成
人
た
ち
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
胸
に
成
人
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　
今
回
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
成
人
式
実
行
委
員
を
含
め
た
３
名
の
方
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
新
成
人
の
「
い
ま
」
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

山
やまうち
内　亜

あ さ か
沙華さん

決
意
を
新
た
に

新
成
人
の
こ
と
ば

　
大
好
き
な
坂
下
町
。
私
は
二
十
年
間
こ

こ
で
生
ま
れ
育
っ
て
き
ま
し
た
。
大
切
な

人
た
ち
と
の
一
生
の
思
い
出
に
残
る
式
に

し
た
い
と
思
い
、
実
行
委
員
に
な
り
ま
し

た
。

　
な
か
な
か
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
友
達
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
際
は
成

人
式
の
話
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
思
い
出
話

に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
ん
な
中
思
い
返
し
て
い
る
と
私
た
ち

は
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
て
頂
き
こ
こ
ま

で
き
た
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
に
久
々
に
同
級
生
達
と
連

絡
を
取
り
合
う
中
で
、
み
ん
な
確
実
に
成

長
し
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
、

私
も
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
私
達
も
大
人
の
仲
間
入
り
で

す
。

　
あ
の
頃
は
無
邪
気
に
が
む
し
ゃ
ら
に
過

ご
し
て
い
た
私
達
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
は
責
任
が
伴
う
立
場
で
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
両
親
を
始
め
、

私
と
関
わ
る
全
て
の
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
日
々
努
力
を

惜
し
ま
ず
、
心
の
大
き
な
大
人
に
な
れ
る

よ
う
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
！

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

�

全
て
の
方
々
に
感
謝
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成
なり
田
た
　　翼

つばさ

さん

　
本
年
度
、
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　『
光
陰
矢
の
ご
と
し
』
そ
の
こ
と
わ
ざ

に
も
あ
る
よ
う
に
二
十
年
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
、
こ
う
し
て
二
十
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
小
学
生
の
頃
、
友
人
と
楽
し
く

遊
ん
だ
こ
と
、
中
学
生
に
な
っ
て
、
文
化

祭
や
部
活
動
に
励
ん
だ
こ
と
、
そ
ん
な
坂

下
町
で
過
ご
し
た
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が

よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

　
私
は
今
大
学
で
柔
道
部
に
所
属
し
て
お

り
日
々
柔
道
の
稽
古
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
柔
道
は
、
四
歳
の
頃
か
ら
坂
下
町

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
学
ん
で
き
た
も
の

で
あ
り
、
坂
下
町
で
柔
道
と
出
会
わ
な
け

れ
ば
私
は
今
何
を
頑
張
っ
て
い
る
か
と
い

う
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
二
十
歳
と
い
う
節
目
の
歳
を
迎
え
、
将

来
に
つ
い
て
も
し
ば
し
ば
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
道
に
進
ん
で
も
筋

の
通
っ
た
ま
っ
す
ぐ
な
大
人
に
な
り
た
い

で
す
。
こ
れ
は
中
学
校
の
恩
師
に
教
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
今
で
も
忘
れ
る
こ

と
な
く
胸
に
留
め
て
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
坂
下
町
で
の
思
い
出
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
ま
っ
す
ぐ
な
大
人
に

な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

恩
師
の
言
葉
を
い
つ
ま
で
も
胸
に

廣
ひろ
田
た
　由

ゆ な
奈さん

　
こ
の
会
津
坂
下
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
家

族
や
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
こ
の
度

晴
れ
て
大
人
へ
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
人
々
も
あ
た
た

か
く
、
の
ど
か
で
自
然
豊
か
な
坂
下
町
で

育
ち
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
と
て

も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
私
は
、
長
崎
県
の
大
学
に
進
学
し
、

遠
く
の
地
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
離
れ
た

土
地
で
の
一
人
暮
ら
し
に
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
困
っ
た
と
き
に
は
い
つ
も
家
族

や
地
元
の
友
人
に
支
え
ら
れ
ま
し
た
。
今

で
は
、
た
く
さ
ん
の
友
人
が
で
き
、
充
実

し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の
中

で
は
、
唯
一
の
東
北
出
身
者
で
す
が
、
自

分
の
生
ま
れ
故
郷
に
誇
り
を
持
ち
、
東
北
、

福
島
、「
あ
い
づ
ば
ん
げ
」
の
名
と
魅
力

を
広
め
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
大
学
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振

興
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
自
分
の
地
元
を
見
つ
め
な
お
し
、

会
津
坂
下
町
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。　
　
　

　
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
坂
下
町
が
、

い
つ
ま
で
も
活
気
あ
る
町
で
あ
っ
て
ほ
し

い
、
人
々
の
つ
な
が
り
が
あ
る
あ
た
た
か

い
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
町
で
大
人
と
な
っ

た
私
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
町
を
自
分
た

ち
で
守
っ
て
い
く
こ
と
、
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
員
と
し
て
、
私
も
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

が
活
か
せ
る
よ
う
、
残
り
少
し
の
大
学
生

活
を
大
事
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
を
は
じ

め
と
し
た
す
べ
て
の
方
々
、
環
境
に
恩
返

し
が
で
き
る
よ
う
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は

あ
り
ま
す
が
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

私
た
ち
が
町
を
守
り
、
つ
く
っ
て
い
く
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４．個人番号カードは戸籍窓口で受け取れます

　平成28年１月以降に、受け取りの際は下記をご持参ください。

　○大切に保管していた「通知カード」

　○申請後に届く「交付通知書（はがき）」

　○運転免許証などの「本人確認書類」

※運転免許証をお持ちでない方は、パスポートまたは写真付き住基カード、もしくは、健康保険被保

　険者証と年金手帳の２種類を提示してください。

※住基カードをお持ちの方は、返却が必要です。（※交換でお渡しします。）

■「個人番号カード」ってなに？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　表面に氏名・住所・生年月日・性別・顔写真、裏面にマイナンバーなどが記載された、個人番号と本人

確認が１枚でできるＩＣカード身分証明書（プラスチック製）で、本人または代理人が申請することで取

得できます。

○通知カードと同様、官公署の事務手続でマイナンバーが必要と

　なります。

　また、本人確認が必要な場合の身分証明として利用することが

　できます。（※通知カードのみですと、別に本人確認書類が必

　要です。）

○今後は、コンビニなどでの住民票や印鑑証明書等の発行や健康

　保険証として利用するなどの活用も想定しています。

※町では現在、e-TAX（電子申告）で利用可能です。その他の活

　用方法についても検討しています。

　官公署以外にも、勤め先やアルバイト先、口座を開設している証券会社、契約している生命保険会社な

ど、社会保障や税の手続きのために、マイナンバーが必要な場合があります。

　※上記は全て記入による手続きとなりますので、知らない会社などから、電話でマイナンバーを聞かれ

ることはありませんのでご注意ください。

○でもどこか不安があると思います

・情報の漏えいは大丈夫？　・「なりすまし」の被害にあったらどうしよう？

・自分の個人情報が何でも管理されてしまうの？　・プライバシーはきちんと守られるの？ 

法律などで厳しく守られているのでご安心ください

・法律で定められた目的以外でマイナンバーを利用したり、 他人に提供したりすることはできません。

・マイナンバーを収集する際は本人確認が義務付けられています。

・第三者機関が、マイナンバーを適切に管理しているか監視・監督します。

・法律に違反した場合の罰則を強化しています。

・アクセスできる人が制限・管理されます。

・行政機関との通信は暗号化されます。

・個人情報は利用機関ごとに分散管理されます。

◆マイナンバーは生涯にわたって使うものです。大切にしてください。

【問い合わせ先】　生活課　戸籍環境班　　☎８４－１５００

マイナンバー制度（社会保障、税番号制度）

10月に通知カード　  が配布されます!! マイナちゃん
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　広報４月号では、「マイナンバー制度」とはどういう制度かについてご説明しました。今回は、通知カー

ドに記載されている「マイナンバー」が必要になる手続きや、「個人番号カード」の取得方法などについ

て説明します。

■「マイナンバー」はどこで必要なの？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　１．社会保障関係（年金・医療・介護・生活保護・児童手当など）の手続き

　２．税務関係（申告書など、税務署に提出する書類）の手続き

　３．災害対策（被災者生活再建支援金の支給など）の手続き

※上記の事務手続の際に「マイナンバー」の記入が必要となります。

■「マイナンバー」で何ができるの？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　上記の手続きの際にマイナンバーを記入することで、届出によっては住民票や所得証明書などの添付書

類が不要になります。

■覚えておきたい４つのこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　１．住民票の住所を確認してください

　原則として、マイナンバーは住民票に記載された世帯ごとに送られます。

現在の住所と住民票の住所が異なる場合は、通知カードを受け取ることが出

来ない可能性があります。

　２．マイナンバーは10月以降、簡易書留で届きます

　届いたら中身を確認しましょう。以下の３つが入っている重要な書類ですの

で、大切に保管してください。

　○マイナンバーが記載されている「通知カード」（右図参照）

　○「個人番号カード」の申請書と返信用封筒

　○マイナンバーについての説明書類

　３．「個人番号カード」の申請（無料で作成できます）

▼申請方法①

　個人番号カードの申請書に、記名押印し、顔写真を添付の上、返信　

用封筒に入れ、郵便ポストへ投函。

▼申請方法②

　スマートフォンで顔写真を撮影し、オンライン申請もできます。

≪送付先変更の手続について≫

　「通知カード」は、住民票の住所に送付しますが、下記の方については、

現在お住まいの住所へ通知カードの送付が可能です。

　○　東日本大震災の被災者で住所地以外に避難されている方

　○　ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）、ストーカー行為、児童虐待

　　などの被害者の方で、住民票を残して別の場所にお住まいの方

　○　長期間にわたって医療機関・施設などに入院・入所することが見込

　　まれ、かつ、入院・入所中は住所地に誰も居住していない方

　９月25日までに申請書を住民票のある市町村へ持参または郵送（必着）

してください。（住民票のある市区町村の戸籍窓口で登録も可能です。）

生活課　戸籍環境班からのお知らせ

10月に通知カード　  が配布されます!!
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パソコン・スマートフォンを持っていないという方

　インターネット回答期間終了後に未回答の世帯を特定し、紙の調査票と回答方法が記載された書類を調

査員が配布します。パソコン・スマートフォンをお持ちでない方は、このときに配布される調査票の記入

の仕方をご覧になりながら紙の調査票に記入し、郵送するかもしくは調査員に直接提出する方法で回答し

ていただきます。

スマート国勢調査！

平成27年国勢調査が実施されます
インターネットでの回答をお願いします

　いよいよ、５年に一度の国勢調査が実施されます。調査の結果は、社会福祉、雇用政策、生活環境の整備、

防災対策など、私たちの暮らしと密接な関わりを持つ政策に活用されるものです。みなさまのご理解・ご協力

をよろしくお願いします。

　今回の調査では、新たな取り組みとして、パソコンやスマートフォンなどを使って調査に回答できるオンラ

イン調査を取り入れています。インターネットでの回答に必要な書類は、各地区の国勢調査員がみなさまのお

宅を訪問し配布します。

インターネット回答のここが便利！

○ご自分の都合に合わせて、お好きな時間帯に回答できます。

○インターネットで回答いただいた場合、紙の調査票記入・提出の必要がないため、その後の調査員の訪

　問はありません。

○10分～15分程度の所要時間で回答を終えることができます。

９月10日（木）よりインターネットでの回答が始まります！

インターネットでの回答期限は９月20日（日）までです！

可能な方は、手間の少ないインターネット回答を

できるだけご活用ください！

センサスくん みらいちゃん

　【問い合わせ先】 	 国勢調査コールセンター　　☎ 0570―07―2015

	 （設置期間　８月24日～10月31日　午前８時～午後９時）

	 会津坂下町国勢調査事務局　☎ 83―0610

	 （設置期間　８月３日～11月20日　平日 午前８時30分～午後５時15分）

国勢調査クイズに答えて豪華賞品を当てよう！

　福島県統計協会および福島県では、平成27年福島県国勢調査クイズを実施します。次の３問全てに正解した方の中

から、県特産品２万円分など豪華賞品が総勢141名様に当たります。ふるってご応募ください！

第１問：国勢調査は○○月１日時点の状況を調査する。　⇒　①10　②11　③12

第２問：国勢調査のイメージキャラクターは「○○○○くん」である。⇒　①センサス　②コクセイ　③キビタン

第３問：国勢調査調査票の一番最初の質問項目は「○○○の数」である。⇒　①世帯員　②調査員　③就業者

○応募資格　福島県民（福島県にお住まいの方または福島県に住民票がある方）

○応募方法　はがきまたはホームページからの応募（①クイズの答え②郵便番号③住所④氏名⑤年齢⑥性別⑦職業

　　　　　　⑧電話番号⑨国勢調査の回答方法⑩希望する賞品　を記載）

○応 募 先　〒960―8043　福島県福島市中町８番２号（福島県企画調整部統計課内）

　　　　　　　　　　　　福島県統計協会　福島県国勢調査クイズ係　　○応募期限　10月12日（月）

　　　　　　ＨＰ　ふくしま統計情報ＢＯＸ　検索　お問い合わせは、福島県統計協会（☎024―521―7143）まで！

○賞　　品　Ａ賞：県産品（２万円相当）５名　Ｂ賞：ふくしまの米「味くらべセット」20名

　　　　　　Ｃ賞：5,000円の宿泊券２０名　ラッキー賞：図書カード500円分100名
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生活課　戸籍環境班からのお知らせ

平成26年度 ごみ処理手数料の状況

会津坂下町　収入 17,972,836円

家庭系ごみ処理手数料

（商工会より）

17,739,240円

環境センターへ直接搬入

（町民より）

231,300円

基金利子

2,296円

Ａ：廃棄物減量化推進事業

2,000,000円

○家庭系ごみ減量化報奨金

　（行政区への報奨金）

　10,000円+（世帯数×＠200）

○コンポスト等購入者への補

　助金

　補助金は購入金額の半額

　（100円未満切捨、上限有）

Ｂ：廃棄物再資源化事業

1,000,000円

○各種団体による資源回収報

　償金

（資源回収物１㎏に対し４円

交付）

Ｃ：環境センター負担金事業

（旧広域事業組合）

11,000,000円

○会津若松地方広域市町村圏

　整備組合

　衛生費負担金

（環境センター運営負担金）

○会津若松地方広域市町村圏

　整備組合

　基金積立

（今後予定されている廃棄物

処理施設建設のための積立金）

※Ａ・Ｂ・Ｃ の事業に支出した残額3,972,836円は町の基金に積立しています。

【問い合わせ先】　生活課　戸籍環境班　　☎８４－１５００

①①52.6%52.6%

②②21.8%21.8%

③③14.8%14.8%

④3.7%
⑤2.5%

⑥⑥4.6%4.6%

平成２６年度ごみの内容分析

①紙・布類

②ビニール・合成樹脂・ゴム・皮革類

③厨芥類

④木・竹・わら類

⑤不燃物類

⑥その他（５mm以下）

※平成26年度の可燃ごみの内容分析が下記の円グラフになります。紙・布類が52.6％と最も多く次にビニー

　ル・合成樹脂・ゴム・皮革類の21.8％、厨芥類の14.8％と続き、この３種類で全体の90％を占め、単位容

　積重量は、水分が49.9％、可燃ごみが42.5％、灰分が7.6％で、水分が約半分を占めています。

（整備組合環境センター資料）

※ 平成22年10月よりの家庭系ごみ収集の有料化に伴い、当初は住民１人あたりの排出量は減りましたが平成

　24年度以降は、微増傾向となっています。 また可燃ごみの組成割合は、上記の円グラフの通りで資源に分

　別すべきごみも多く含まれています。ごみ減量のため、更なるごみの分別の徹底にご協力ください。
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市町村対抗福島県軟式野球大会

会津対決を制して…今年こそ初戦突破を！第９回

市町村対抗福島県軟式野球大会

９月13日(日)開幕
　『未来をつくる　ふくしまの力で』をスローガンに県民が心ひとつにふるさとへの思いを胸に『第

９回市町村対抗福島県軟式野球大会』が郡山市開成山野球場、福島市県営あづま球場、本宮市しらさ

わグリーンパーク野球場、須賀川市牡丹台野球場の４会場で９月13日から開催されます。

　軟式野球を通して、福島県内各市町村の交流を生み、その結束力が福島県内の地域活性化を促すよ

うな原動力となる大会になる事を目的として、県内59全ての市町村が参加して熱戦が繰り広げられます。　

　昨年から江川弘樹監督を迎え、チームも例年以上に若返

り、ベテランと若手の融合で７年ぶりの勝利を目指し、日々

練習を積み重ねています。

　町民のみなさまの熱い応援をよろしくお願いします。

大会日程決定
▼１回戦　９月13日（日）　本宮市しらさわグリーンパーク野球場

　第２試合　午前10時00分　　　　対戦相手：桧枝岐村

過去の戦績
▼第６回大会　会津坂下町　０ VS １　桑折町 ○（１回戦敗退）

▼第７回大会　会津坂下町　１ VS ２　矢吹町 ○（１回戦敗退）

▼第８回大会　会津坂下町　０ VS １　塙　町 ○（１回戦敗退）

▼２回戦　９月20日（日）　須賀川市牡丹台野球場

　第４試合　午後１時00分　　　　対戦相手：昭和村
※天候などにより変更になる場合があります。

〔勝利した場合〕
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市町村対抗福島県軟式野球大会

内 野 手

外 野 手

投 手 捕 手 内 野 手

生江　高志
（ふるさと選手）

伊藤　康弘
（ふるさと選手）

渡辺　正樹
（緑町）

髙波　広幸
（中村）

渡部　譲司
（ふるさと選手）

荒井　康之
（古坂下）

小畑　大地
（ふるさと選手）

佐藤　雅彦
（大沢）

大樋　　昂
（中開津）

古川　圭助
（所属チーム）

佐藤　佳樹
（矢ノ目）

桑原　和之
（杉）

古川　純平
（宇内）

唐司　誠弘
（五香）

佐藤　翔平
（ふるさと選手）

白井　将吾
（茶屋町）

松澤　　慧
（宇内）

青柳　佳祐
（五香）

藤野　　大
（茶屋町）

長谷川　敦
（上金沢）

江川　秀幸
（水島）

コーチ コーチ マネージャー スコアラー 主　将

柳田　雅彦
（新舘）

宮田　武幸
（勝方）

江川　美樹
（大江）

山口　聡子
（新町）

山口　　智
（塔寺）

監督就任２年目
江川 弘樹 監督
（水島）

会津坂下町チーム選手紹介会津坂下町チーム選手紹介

　昨年に引き続き、会津坂下町チームの監督を引き受けました『江川弘樹』です。

　今年でこの大会は９回目を迎えますが会津坂下町チームの初戦突破は過去

に２度しかありません。

　今年は、「勝利」この２文字を町民の皆様や関係各位へ届けるため、選手

はじめスタッフ一同、日々の練習や試合で汗を流しています。

　初戦の９月13日には、必ず町民の皆様に「勝利」をご報告することを約束

いたします。

　さて、今年のチームは昨年と比較すると世代交代が進み若手主体となりま

した。また、例年であれば６月中旬から始動していた練習を、４月より開始

いたしました。各選手においては家庭や仕事等、貴重な時間を割いての練習

だったと思います。

　その練習の成果を一戦一戦発揮し、「勝利」この２文字のためにチーム一

丸となり、会津坂下町代表として桧枝岐村代表チームと戦ってきます。

　代表選手へ町民の皆様からの熱いご声援をよろしくお願いいたします。

寺崎　光広
（金上）
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農業委員会からのお知らせ

　平成27年度は７月29日に会津坂下町全域を対象に遊休農地の確認、農地の転用状況などを目的に農

地パトロールを実施しました。（会津農林事務所職員も同行）

農地パトロールと農地の売買

【若宮地区】【金上地区】【坂下地区】

　今回の調査では違反転用は見つかりませんでしたが、様々な遊休農地が見つかりました。所有者の

方に今後、地区担当農業委員からお話をさせていただきます。荒れた農地を元に戻すには所有者の方

の理解と協力が必要です。お気軽にご相談をお願いします。

　優良な農地(田)を農業の規模拡大を計画する農業者に譲渡する場合、下記の二つの条件を満たせば、

「農業経営基盤強化促進法」に基づく売買が行えます。この場合は、農業委員会の「あっせん価

格」を基準にして売買をします。 10月１日からの「あっせん価格」は、農地(田のみ)を３地区に

分けて、 10ａ当たり95万円、 85万円、 75万円としています。

１．この方法の利点について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　①売り手

　　農地の売買による譲渡所得に対して、	

　　○譲渡所得の800万円まで特別控除が受けられます。

　　○認定農業者に売り渡す場合は、 1,500万円まで特別控除が受けられます。

　②買い手（認定農業者など）

　　○低利な資金が優先的に借りられます(経営体育成強化資金、農業経営基

　　　盤強化資金)。

　　○登録免許税が20／1000から8／1000に軽減されます。

　　○不動産取得税の1／3相当額が控除されます。

　③福島県農業振興公社が仲介役

　　若干の手数料（売り手から売買代金の１％買い手から買取代金の約２％）を取得して、書類

　作成や登記など一切の手続きから精算まで全てを行います。

２．この場合の条件として

　①取り扱える農地は、農振農用地区域内の農用地に限ります。

　②買い手の要件として、売買や賃貸借により農業委員会が定めている225aの基準面積以上にな

　　ることが必要です。

農地の売買（農地中間管理機構特例事業）

　農業委員会では優良農地の維持のための監視活動を続け、町の農業政策に反映させていきたいと考え、本年

も町長、議会議長にそれぞれ建議書、要望書を提出します。

【問い合わせ先】　農業委員会　　☎８４－１５３４



13

こんにちは「会津坂下町地域包括支援センター」です
介護サービスの内容について

　介護申請をして介護認定が決定したら、次は「サービス利用計画（ケアプラン）」を作成します。

ケアプランとは、どのような介護サービスをいつ、どれだけ利用するかを決める計画のことです。

　いろいろなサービスがありますので、今回は在宅サービスについてご紹介します。

訪問してもらい利用するサービス

○訪問介護（ホームヘルプ）

　ホームヘルパーが訪問し、入浴介助やオムツ交換などの身体介護や、食事や掃除、洗濯、買い物など

　の生活援助をします。

○訪問入浴介護

　移動入浴車などで訪問し、入浴介助をします。

○訪問リハビリテーション

　療法士が自宅に伺ってリハビリ（機能回復訓練）を行います。

○訪問看護

　看護師などが訪問し、療養上のお世話や診療の補助などを行います。

施設に通って利用するサービス

○通所介護（デイサービス）

　デイサービスセンターで、食事・入浴などのサービスや機能訓練が日帰りで受けられます。

○通所リハビリテーション（デイケア）

　介護老人保健施設や病院・診療所で、日帰りの機能訓練が受けられます。

短期入所して利用するサービス

○短期入所生活介護（ショートステイ）・短期入所療養介護（医療型ショートステイ）

　介護老人福祉施設や介護老人保健施設などに短期間入所して、食事、入浴などの介護や機能訓練など

　が受けられます。

　　

生活する環境を整えるサービス

○福祉用具貸与

　歩行器や手すりなど、日常生活の自立を助けるための福祉用具をレンタルするサービスです。

○特定福祉用具販売

　指定されている福祉用具を自己負担１割または2割で購入できます。

○住宅改修費支給

　手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修をする時、自己負担1割または2割でできます。

　＊住宅改修後に申請しても支給対象になりません。改修する前にご相談ください。

【問い合わせ先】　会津坂下町地域包括支援センター

　　　　　　　　☎８４－２７００　受付時間　午前8時30分～午後5時15分（土・日・祝・年末年始休み）

　　　　　　　　＊訪問で不在の場合があります。まず、お電話でご相談ください。
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町史編さんだより

五浪美術記念館より
　10月３日（土）より、11月８日（日）

まで、『館蔵展』を開催します。

　小林五浪、斎藤清など、現在五浪

美術記念館で所蔵している作品を多

数展示しますので、ぜひご来館くだ

さい。

※　 は休館日です。

※９月中は展示替のため休館です。

※11月３日（文化の日）は無料観覧

　日です。 【問い合わせ先】　教育課　社会文化班　☎８３－３０１０

11月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

10月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31
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選
挙
権

と
い
う
、
年
齢
に
対
し
て
の
色
々
な
思
い

を
持
た
れ
た
方
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
諸
外
国
を
み
ま
す
と
、
一
八
六
カ
国
中

一
六
二
カ
国
で
十
八
歳
以
上
を
成
人
と
し

て
い
ま
す
（
朝
日
新
聞
報
道
＝
国
立
国
会

図
書
館
調
べ
）。
ま
た
、
一
九
八
九
年
に

は
十
八
歳
未
満
を
子
ど
も
と
す
る
「
子
ど

も
の
権
利
条
約
」
が
国
連
で
採
択
さ
れ
、

十
八
歳
以
上
を
成
人
と
す
る
と
い
う
考
え

が
国
際
的
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
日
本
各
地
の
風
習
に
は
、
七
五
三
な
ど

歳
の
節
目
に
子
ど
も
の
成
長
を
祈
り
、
祝

う
儀
礼
が
あ
り
ま
す
が
、
十
三
歳
も
そ
の

一
つ
で
、
か
つ
て
は
男
の
子
の
褌

ふ
ん
ど
し祝

い
や

十
三
鉄か

ね奬
と
い
い
女
の
子
は
お
歯
黒
を
す

る
風
習
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
の

最
初
の
厄
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
現
代
で
も
、
医
学
的
に
小
児
を
十
五
歳

未
満
、
成
年
を
十
五
歳
以
上
と
し
て
い
る

こ
と
は
、
こ
う
し
た
身
体
的
な
発
達
が
科

学
的
な
節
目
で
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
か
つ
て
、
地
域
社
会
の
中
で
大
人
と
し

て
認
め
ら
れ
る
条
件
に
は
、
年
齢
に
達
し

た
だ
け
で
は
な
く
、

　
一
、
年
齢
に
よ
る
基
準

　
　（
身
体
的
発
達
に
よ
る
基
準
）

　
二
、
労
働
力
に
よ
る
基
準

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、「
年
齢
に
よ
る
基
準
」
は
、
会

津
地
方
の
男
子
は
、
飯
豊
講
・
飯
豊
参
り

と
称
し
、
十
三
歳
か
ら
十
五
歳
で
登
り
ま

し
た
が
、
登
っ
て
一
人
前
。
登
っ
た
子
は
、

そ
の
後
、
大
体
十
五
歳
前
後
で
若
手
会

（
ま
た
は
青
年
団
）
に
入
り
、
会
で
の
仕

事
ぶ
り
や
役
割
を
経
な
が
ら
地
域
社
会
か

ら
一
人
前
と
認
知
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
若
手
会
の
役
目
に
は
、
祭
り
の
主
催
、

農
休
日
の
決
定
や
触
れ
、
触
れ
太
鼓
で
の

合
図
、
村
で
定
め
た
約
束
事
の
違
反
者
の

取
り
締
ま
り
や
火
の
用
心
、
見
回
り
な
ど

が
あ
り
、
行
動
力
や
体
力
と
い
う
こ
と
で

の
強
さ
や
責
任
感
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
身
体
的
発
達
に
よ
る
基
準
」

と
し
て
結
婚
の
適
齢
年
齢
に
も
考
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
十
三
歳
頃
に
も
な
る
と
男
の
子
も
女
の

子
も
、
外
見
的
に
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
身

体
的
機
能
を
持
ち
は
じ
め
、
中
で
も
性
的

な
機
能
の
発
達
は
大
人
と
し
て
の
大
き
な

要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
小
さ
な
子
ど
も
で
も
家
事
や
仕
事
の
手

伝
い
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
時
期
か
ら
家
や
村
で
の
役

割
は
大
人
と
し
て
の
役
割
に
近
づ
い
て
き

ま
す
。

　
次
号
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
坂
下
町
に
お
け
る
「
一
人
前
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
一
人
前
と
い
う
こ
と
」

�

（
そ
の
一
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

�

町
史
編
さ
ん
室
　
☎
83
―

３
０
１
０ 『飯豊山登拝装束

井関敬嗣著  会津坂下町の伝説と実話』より
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食育だより

【問い合わせ先】　健康管理センター　☎ ８３―１０００

☆★９月19日　食育の日・家庭料理の日★☆

かむかむサラダ
《作り方》
①するめいかをはさみで細く切り、酒・砂糖・しょうゆで煮る。

②切干大根は水で戻してから２㎝に切り、しょうゆ・砂糖で

　煮る。

③にんじん・きゅうりは３㎝の千切りに、もやしは半分に折

　り、ゆでる。

④すべてを合わせ、しょうゆ、ごま油、砂糖で味付けする。

材料（４人分）
するめいか� ８ｇ

酒・砂糖・しょうゆ� 各６ｇ

切干大根� 16ｇ

しょうゆ・砂糖� 各６ｇ

にんじん� 40ｇ

きゅうり� 32ｇ

もやし� 40ｇ

しょうゆ� ６ｇ

ごま油� 12ｇ

砂糖� 3.2ｇ

その69

　おやつの選び方や毎日の歯みがき・しあげ

みがきのしかたなど、歯の健康について２・

３歳児の親子が楽しくお話を聞きました。

認定農業者会より～９月出荷予定の野菜～　

トマト、きゅうり、ナス、かぼちゃ、ピーマン、とうもろこし、オクラなど

健康な歯で
元気に遊ぼう
～ばんげ保育所の取り組み～

　３歳児は、自分で給食

後の歯みがきをします。

お気に入りの歯ブラシを

手に、真剣な表情です。

「気持ちいいね！」

　甘いおやつだけでなく、するめや昆布

など“かみかみおやつ”も登場します。

硬くて苦戦している子どもたちですが、

噛むことの大切さを伝えています。

給食室おすすめ！かむかむメニュー
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図書室だより

☆新着本の紹介☆

☆ほかにも新着本がまだまだありますので、ぜひ図書室へお越しください。

《おすすめの新着本》

図書室利用時間のご案内

開館時間　午前8時30分～午後5時

木曜日のみ午前8時30分～午後7時

� （毎月第2火曜日は定休日）

� ☎ 83-3010

場所：中央公民館和室

日時：９月28日（月）

　　　午前9時～正午

本のタイトル 著者名 出版社

◇絵　本 『あたまがふくしまちゃん』 のぶみ / さく ティーオーエンタテイメント

◇児童書 『広島の木に会いにいく』 石田優子 / 作 偕成社

◇児童書 『アンネ ・ フランク （学習漫画世界の伝記 NEXT）』 よしまさこ / 漫画 集英社

◇一般書 『ぼくらの民主主義なんだぜ』 （朝日新書） 高橋源一郎 / 著 朝日新聞出版

◇一般書 『掟上今日子の備忘録』 西尾維新 / 著 講談社

◇一般書 『流』 東山彰良 / 著 講談社

◇一般書 『探偵の探偵 ； 4』 （講談社文庫） 松岡圭祐 / 著 講談社

〔児童書〕
『青い鳥文庫ができるまで』

（講談社青い鳥文庫）

岩貞るみこ /作

講談社

青い鳥文庫の大人気シリーズが書

店に並ぶまでを追いかけた、迫真

のノンフィクション。本は読むの

もいいけど、作るのも楽しい！

〔一般書〕 『永い言い訳』

西川美和 /著

文藝春秋

長年連れ添った妻を突然のバス事

故で失った津村は、同じ事故で母

親を失った一家と出会い、初めて

妻と向き合いはじめる。

〔ヤング

アダルト〕

『北宇治高校吹奏楽部へようこそ：

響け！ユーフォニアム 1』

武田綾乃 /著

宝島社

過去は強豪校だったが、現在は関

西大会にも進めていない吹奏楽部

員たちは、顧問交代を機に本気で

全国大会を目指し奮闘します。

〔一般書〕 『村上さんのところ』

村上春樹 /著

新潮社

村上春樹がネット上で「なんでも答

えます！」として期間限定サイトを

開設。その中から選りすぐりの名問

答をセレクトし書籍化されました。

〔絵本〕 『まんげつのよるに』（あらしのよるに；7）

木村裕一 /作　　講談社

生きる希望をなくしかけていたメイの前に現れ

たのは、すべての記憶を失ったガブでした。

〔ヤング
アダルト〕『月の影影の海；上 ･ 下（十二国記）』

小野不由美 /著　　講談社

海に映る月の光をくぐりぬけたところから、主

人公の孤独な旅が始まります。

〔一般
図書〕 『竹取物語』（日本古典文学全集；8 より）

片桐洋一 /校注・訳　　小学館

日本最古の物語と伝えられている、言わずと知

れた『かぐや姫』のお話です。

　旧暦の8月15日の夜を「中秋の名月」

と呼びますが、実はこの日が必ずしも満

月になるとは限らないことをご存知でし

たか？

　図書室では、「月」にまつわる本をお

すすめコーナーに展示していますので、

ぜひ読書で「名月」を感じてみてはいか

かでしょうか？

今月のテーマは 「月」

絵本のひろば
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TOWN TOPICS

齋藤町長の

　まもなく国勢調査が実施されます。国勢調査は５年に一度の国の最も重要な調査で、そ

の結果は、福祉や生活環境、災害対策など様々な施策に利用されます。

　人口減少・少子高齢化が加速するなか、自治体は、知恵をしぼって、特色を活かしたま

ちづくりを進めていかなければなりませんが、国勢調査などで得られた統計情報なども参

考に、振興計画・実施計画等を策定しております。

　また、今回の調査から、スマートフォンやパソコンでの回答ができるようになります。

書類の記入、配布、回収の負担軽減が期待されます。

　年々、情報通信技術の進歩により便利な世の中になっていますが、アナログも大事です。

街中や玄関先で、いわゆる井戸端会議をすることで、自然と会話力やコミュニケーション能力、

接遇力の向上になり、人と人との絆を深める第一歩となるのではないでしょうか。

　町が委託した調査員の方々が各家庭を訪問いたします。内容等不明な点があれば、調査員の方々に確認してい

ただき、漏れなく正確に回答していただくようお願いいたします。

国勢調査について

宝くじの助成金により「投光機」と「発電機」を整備しました

　町では防災体制の充実のため、（一財）自治体総合センターのコミュニティ助成事業の助成金を受け、「投

光機」と「発電機（非常用電源）」を整備しました。また、運用や過去の実績により優先順位の高い、町の

防災倉庫と高寺コミュニティセンターに配備されます。

一般財団法人自治総合センターが宝くじの

社会貢献広報事業の一環として、安心な地

域づくりや共生のまちづ

くりに対して助成を行う

制度です。地域社会の健

全な発展と住民福祉の向

上に寄与しています。

宝くじ助成事業とは

水合戦大会・魚つかみ大会開催 　７月25日、道の駅あいづで水合戦大

会と魚つかみ大会が開催されました。

太陽が照りつける中、水合戦大会では

参加チームが機敏に水風船を避けたり、

狙いを定めて投げたり白熱した大会と

なりました。魚つかみ大会では、放さ

れた魚を子どもたちが小さな手で一生

懸命つかまえており、生きている魚と

ふれあう貴重な経験を楽しんでいる様

子でした。水合戦大会 魚つかみ大会
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就活がんばれ、高校生！

　７月23日、24日の２日間、会津坂

下町雇用促進協議会主催による高校

生の企業訪問が行われ、卒業後に就

職を希望する高校３年生40人が参加

しました。

　今年は会津中央乳業㈱、会津みど

り農業協同組合、㈱彌満和プレシジョ

ン会津工場、小島工業㈱、アルトン

工業㈱、坂下電子光学㈱、㈱コメリ

ホームセンター会津坂下店、リオン・

ドール坂下店、ダイユーエイト会津

坂下店、㈱太郎庵の10事業所にご協

力いただきました。

　訪問した各事業所の担当者から企

業理念や業務内容、求めている人材

などの説明を受けました。また、業

務中の工場内や店舗内の見学を実施

した事業所もありました。

　参加した生徒たちは、今後の就職

活動に活かすために、説明を受けな

がらメモをとったり質問したりし、

社会人に必要な心構えなど多くのこ

とを学んでいました。

　７月11日、道の駅あいづ「湯川・

会津坂下」で男女の出会い・交流の

場の創出として「さまーぱーてぃー」

が開催されお見合いトークで新たな

出会いに話を弾ませていました。

　当日は会津一円から35名の参加者

があり、２組がカップリング成立し

ました。

　次回は10月24日（土）に「オータ

ムパーティー」として、りんご狩り

と落語鑑賞、フリーパーティーを予

定しています。

　７月29日、川西コミュニティセン

ターで福島財務事務所主催の小学生

マネー学習会が行われました。学習

会では、キビタンとのマネークイズ

やおかいものすごろくゲームなどに

子どもたちが保護者と一緒に取り組

み、身近なものであるお金について

の知識を楽しく学んでいました。

さまーぱーてぃー開催

小学生マネー学習会開催

TOWN TOPICS

ご寄付に感謝します

　土田中央鉱産株式会社様より、町

政進展のためにと、「現金20万円」

をご寄付いただきました。

土田中央鉱産株式会社　様

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

　
訓
練
課

　
☎
26
―

０
５
２
０

　８月17日、坂下南・坂下東小学校

の児童が、東北相撲大会の出場報告

のため来庁しました。６名は、福島

県学童相撲大会、福島県女子相撲大

会においてそれぞれ入賞し、東北大

会への出場権を得ました。「初めて

の出場ですが頑張ります」「自分よ

りも大きな相手に勝ちたいです」な

ど、来庁した６名が一人ひとり意気

込みを述べると、齋藤町長からは、

「健康に気をつけて練習に励み、一

生懸命頑張ってきてください！」と

激励の言葉がありました。

坂下南・坂下東小学生６名
東北相撲大会出場
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募　

集

役
場
臨
時
職
員
募
集

　
町
で
は
臨
時
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
人
数

○
臨
時
保
健
師�
１
名
　
　

○
臨
時
看
護
師�

１
名
　
　

○
臨
時
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
　

�

若
干
名
　

▼
応
募
資
格

　
該
当
職
種
の
免
許
を
有
す
る
方

▼
雇
用
期
間

　
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　
　（
更
新
あ
り
）

▼
勤
務
を
要
し
な
い
日

○�

土
・
日
曜
日
お
よ
び
交
代
制
に
よ

る
所
属
長
が
指
定
す
る
日
・
休
日

（
祝
日
法
に
定
め
る
休
日
お
よ
び

12
月
29
日
～
31
日
、
１
月
２
日
・

３
日
）

※�

た
だ
し
、
臨
時
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
は
、
時
差
出
勤
で
勤
務
す
る

た
め
、
土
曜
日
も
月
２
日
程
度
勤

務
が
あ
り
ま
す
。

○�

勤
務
時
間
は
条
例
定
数
内
職
員
の

例
に
よ
る
。

○
有
給
休
暇
あ
り

○
社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
加
入

○�

そ
の
他
詳
細
は
、
会
津
坂
下
町
嘱

託
員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
則
に

基
づ
く
。

▼
提
出
書
類

①
履
歴
書

②
資
格
・
免
許
の
写
し

③�

更
新
講
習
修
了
確
認
証
明
書(

幼

稚
園
教
諭)

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
行
政
管
理
班

　
☎
84
―

１
５
０
３

第
20
回
会
津
坂
下
町
建
築
賞
募
集

　
当
町
の
都
市
景
観
や
町
並
み
と
調

和
し
、
建
築
美
に
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン

の
建
築
物
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
範
囲

①�

建
築
主
が
会
津
坂
下
町
民
か
、
会

津
坂
下
町
の
事
業
所
な
ど

②�
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
27

年
９
月
30
日
ま
で
に
竣
工
し
た
建

築
物
（
新
築
、
増
築
及
び
改
造
な

ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
建
築
も
含
む
）

③�

住
宅
建
築
部
門
と
一
般
建
築
部
門

※�

募
集
要
項
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

都
市
土
木
班
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法

　
会
津
坂
下
町
建
築
物
表
彰
協
議
会

長
が
委
嘱
し
た
建
築
賞
選
考
委
員
が

審
査
に
あ
た
り
ま
す
。
住
宅
建
築
、

一
般
建
築
の
２
部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
優

秀
建
築
物
を
正
賞
、
準
賞
と
し
、
建

築
主
、
施
工
者
、
設
計
者
を
表
彰
し

ま
す
。

▼
募
集
期
間

　
９
月
10
日(

木)

～
９
月
30
日(

水)

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
町
建
築
物
表
彰
協
議
会

　
事
務
局
（ 

建
設
課 

都
市
土
木
班
）

　
☎
84
―

１
５
０
６

職
業
訓
練
生
募
集

　
福
島
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ

ー
よ
り
職
業
訓
練
生
の
募
集
と
施
設

見
学
会
の
ご
案
内
で
す
。

訓
練
生
募
集

▼
募
集
期
間

　
９
月
14
日（
月
）～
10
月
16
日（
金
）

▼
募
集
訓
練
科
名
　

　
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
技
術
コ
ー
ス

（
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
）

▼
募
集
定
員
　
15
名

▼
訓
練
期
間
　

　
11
月
２
日（
月
）～
４
月
28
日（
木
）

▼
対
象
者

　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講

が
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
た
方

▼
受
講
料
　
無
料

▼
選
考
日
　

　
10
月
20
日
（
火
）
午
前
９
時
～

施
設
見
学
会

▼
開
催
日
時

　
９
月
28
日（
月
）、10
月
13
日（
火
）、

　
10
月
26
日
（
月
）、11
月
９
日
（
月
）

　
各
日
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
内
容

　
今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
（
職
業
能
力
）

に
プ
ラ
ス
し
て
、
新
た
な
技
能
習
得

の
た
め
の
職
業
訓
練
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
た
だ
く
説
明
会
で
、
当
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
訓
練
内
容
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
か
ら
参
加
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
　
訓
練
課

　
☎
26
―

０
５
２
０

す
こ
や
か
教
室
の
募
集

　
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
で
、
歩
行
や
食
事
、
入

浴
な
ど
の
基
本
的
な
身
体
動
作
が
低

下
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
の
予
防
教
室

「
す
こ
や
か
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
教
室
ま
で
の
送
迎
も
行
い
ま
す
の

で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
９

月
末
日
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
65
歳
以
上
の
方
で
歩
行
や
食
事
、

入
浴
な
ど
の
基
本
的
な
身
体
動
作
が

低
下
し
て
い
る
方

※�

申
込
者
の
中
か
ら
身
体
動
作
を
確

認
す
る
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

に
回
答
し
て
い
た
だ
き
、
対
象
者

と
な
っ
た
方
の
み
が
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
募
集
人
数
　
20
名

▼
開
催
時
期

　
11
月
～
２
月
（
10
回
開
催
）

▼
開
催
場
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
受
付
期
間

　
９
月
11
日
（
金
）
～
30
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課
　
保
険
年
金
班
（
⑤
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
１
３

関
節
痛
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
関
節
痛
と
そ
の
予
防
に
効
果
的
な

ス
ト
レ
ッ
チ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法

を
学
べ
る
大
好
評
の
教
室
で
す
。
全

５
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　

　
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

　
第
１
回
　
10
月
23
日
（
金
）

　
第
２
回
　
11
月
13
日
（
金
）

　
第
３
回
　
11
月
26
日
（
木
）

　
第
４
回
　
12
月
8
日
（
火
）

　
第
５
回
　
12
月
15
日
（
火
）

▼
講
師
　
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー

　
島
田
　
一
郎
先
生

▼
場
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

　
40
歳
以
上
の
男
女
（
希
望
者
20
名

ま
で
）

※
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
を
受

　
け
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
品

　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　
10
月
9
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
83
―

１
０
０
０
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平
成
28
年
度
　
ば
ん
げ
保
育
所
、

坂
下
南
・
東
幼
稚
園
の
申
し
込

み
に
つ
い
て

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
実
施

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
９
月
７
日

（
月
）
か
ら
９
月
13
日
（
日
）
ま
で
、

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
と
し

て
、
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
や
差
別
、

い
や
が
ら
せ
な
ど
高
齢
者
・
障
害
者

の
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電

話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
、

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
公
証
週

間
で
す

　
遺
産
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、
金

銭
貸
借
、
不
動
産
貸
借
、
離
婚
に
際

し
て
の
慰
謝
料
、
養
育
費
な
ど
の
問

題
は
、
後
々
に
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起

こ
し
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
と
き
遺
言

や
当
事
者
間
の
取
り
決
め
を
公
正
証

書
に
し
て
お
け
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防

止
し
、
権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
若
松
公
証
役
場
　

　
☎
37
―

１
９
５
５

健
康
・
子
育
て

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　
平
成
28
年
度
よ
り
『
幼
稚
園
３
年

保
育
』
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
保
育
が

必
要
な
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
は
「
ば

ん
げ
保
育
所
」
へ
、
保
育
の
必
要
性

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
３
歳
か
ら
５

歳
ま
で
は
「
坂
下
南
・
東
幼
稚
園
」

へ
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
ば
ん
げ
保
育
所
、

坂
下
南
・
東
幼
稚
園
の
申
し
込
み
時

期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
下
旬
を

予
定
し
て
お
り
、
後
日
、
文
書
を
各

世
帯
へ
配
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、『
幼
稚
園
３
年
保
育
』
に

つ
い
て
、
幼
稚
園
新
入
園
児
・
在
園

児
の
保
護
者
、
並
び
に
ば
ん
げ
保
育

暮
ら
し

募　

集

県
立
医
大
・
大
学
院
生
（
修
士
・

看
護
）
募
集

　
県
立
医
大
・
大
学
院
（
看
護
学
研

究
科
・
修
士
）
で
は
、
平
成
28
年
度

大
学
院
生
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
募
集
領
域
　

　「
が
ん
」「
家
族
」「
老
年
」「
精
神
」

「
母
性
」「
小
児
」「
地
域
」
の
７
看

護
学
領
域

▼
試
験
日
　

○
秋
期
選
抜
試
験
　
10
月
24
日
（
土
）

○
冬
期
選
抜
試
験
　
１
月
30
日
（
土
）

▼
出
願
期
間

○
秋
期
選
抜
試
験

　
10
月
６
日
（
火
）
～
13
日
（
火
）

○
冬
期
選
抜
試
験

　
１
月
12
日
（
火
）
～
19
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
立
医
科
大
学
大
学
院
教
育

　
研
修
支
援
課

　
☎
０
２
４
―

５
４
７
―

１
８
０
６

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

申
請
受
付
期
間
は
９
月
30
日
ま
で
で

所
へ
の
入
所
希
望
者
の
方
を
対
象
と

し
た
説
明
会
を
開
催
予
定
で
す
。
開

催
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
者

○
保
育
が
必
要
な
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で

�

ば
ん
げ
保
育
所

○
保
育
の
必
要
性
の
有
無
に
か
か
わ

　
ら
ず
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で

�

坂
下
南
・
東
幼
稚
園

▼
申
し
込
み
時
期

　
10
月
下
旬
予
定

▼
申
し
込
み
の
周
知
方
法

　
後
日
、
文
書
で
各
世
帯
に
周
知
し

ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
課
　
子
ど
も
支
援
班

　（
南
分
庁
舎
１
階
）

　
☎
84
―

３
７
１
２

妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
す
こ
や
か
な
妊
娠
と
出
産

の
た
め
に
妊
婦
健
診
費
用
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
最
大
15
回
分
、
里

帰
り
出
産
な
ど
他
県
で
の
受
診
も
助

成
し
ま
す
。
今
年
度
よ
り
産
後
１
か

月
健
診
も
助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

す
。
申
請
書
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な

い
方
は
、
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
該
当
さ
れ
る
方
に
は
既
に
申
請
書

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

▼
提
出
書
類

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

（
平
成
27
年
度
）
申
請
書
（
請
求
書
）

※�

児
童
手
当
入
金
口
座
以
外
ま
た
は
、

昨
年
の
給
付
金
振
込
口
座
以
外
の

口
座
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
次

の
書
類
も
必
要
で
す
。

○�
本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
、

保
険
証
等
の
写
し)

、
通
帳
の
写

し
▼
公
務
員
の
方
へ

　
公
務
員
の
方
は
、
職
場
か
ら
配
布

さ
れ
た
申
請
書(
職
場
で
の
証
明
済

み
の
も
の)

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

昨
年
の
給
付
金
振
込
口
座
以
外
の

口
座
ま
た
は
、
今
回
初
め
て
当
町

に
申
請
を
す
る
場
合
は
、
次
の
書

類
も
必
要
で
す
。

○
通
帳
の
写
し

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
課
　
子
ど
も
支
援
班

　（
南
分
庁
舎
１
階
）

　
☎
84
―

３
７
１
２

　
妊
娠
中
は
、
妊
娠
の
経
過
に
伴
っ

て
、
心
と
か
ら
だ
が
大
き
く
変
化
し

ま
す
。
妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら
で
き
る

だ
け
早
め
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
定
期
的
に
健
診
を
受
診
し

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
安
心
し

て
出
産
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　
母
子
手
帳
の
交
付
日
は
毎
週
金
曜

日
の
午
前
中
で
す
。

　
保
健
師
が
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

子
育
て
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
引
き
続

き
相
談
で
き
ま
す
の
で
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
83
―

１
０
０
０

が
応
じ
ま
す
。

　
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の

日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）
に

お
い
て
も
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
、
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　

　
９
月
７
日
（
月
）
～
13
日
（
日
）

▼
時
間
　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
た
だ
し
、
９
月
12
日
（
土
）・
13

日
（
日
）
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
２
４
―

５
３
４
―

１
９
９
４
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全
国
一
斉
法
務
局
休
日
相
談
所

　
法
務
局
で
は
、
地
域
住
民
の
方
々

か
ら
日
常
生
活
で
の
様
々
な
心
配
ご

と
、
困
り
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉

法
務
局
休
日
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場
所
　

　
北
会
津
公
民
館
　
２
階
大
ホ
ー
ル

▼
内
容

　
不
動
産
・
商
業
登
記
の
手
続
き
、

土
地
の
境
界
問
題
（
含
む
筆
界
特

定
）、
遺
産
相
続
、
地
代
・
家
賃
な

ど
の
供
託
、
戸
籍
・
国
籍
の
問
題
、

夫
婦
・
家
庭
内
の
問
題
、
成
年
後
見
、

公
証
に
関
す
る
こ
と
、
お
年
寄
り
・

子
ど
も
の
虐
待
、
い
じ
め
・
体
罰
問

題
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

障
害
者
の
差
別
問
題
、
風
評
被
害
に

よ
る
人
権
問
題
な
ど
。

▼
担
当
者

　
法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
公
証
人
、
人
権
擁
護

委
員

▼
相
談
料
　
無
料

▼
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局

　
☎
27
―

１
４
９
８

県
内
事
業
所
へ
の

�

就
職
を
応
援
し
ま
す

　
ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
は
、

福
島
県
が
設
置
し
た
就
労
支
援
施
設

で
す
。
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
就
職
な
ど
を

支
援
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
ご
利
用
の
際
は
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
開
所
日
時

　
月
曜
日
～
土
曜
日(

祝
日
は
休
み)

　
午
前
10
時
～
午
後
７
時

▼
利
用
料
金

　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

　
会
津
若
松
窓
口

　
☎
27
―

８
２
５
８

便
利
な
口
座
振
替
や
納
税
組
合

で
の
納
付
は
い
か
が
で
す
か

　
町
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す

た
め
口
座
振
替
や
納
税
組
合
へ
の
加

入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

▼
口
座
振
替
に
変
更
す
る
場
合

　
口
座
振
替
で
納
め
る
に
は
金
融
機

関
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
申
請
は
金
融
機
関
窓
口
で
お
願
い

し
ま
す
。

○
ご
利
用
い
た
だ
け
る
金
融
機
関

　
東
邦
銀
行
・
会
津
信
用
金
庫
・
大

東
銀
行
・
Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り
・
会
津

商
工
信
用
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

○
口
座
振
替
に
必
要
な
も
の

　
納
税
通
知
書
・
通
帳
・
届
出
印
鑑

○
口
座
振
替
の
開
始
時
期

　
申
請
し
た
翌
月
の
納
期
分
か
ら

▼
納
税
組
合
に
加
入
す
る
場
合

　
加
入
す
る
納
税
組
合
長
に
加
入
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
税
務
管
理
班

　
☎
84
―

１
５
０
２

㈱あいづダストセンター
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談ください
□本 社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神 461 TEL 0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯 4330-23 TEL 0241-42-2890

暮
ら
し

国
民
年
金
保
険
料
「
10
年
の
後

納
制
度
」
は
９
月
30
日
ま
で

　
過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
将

来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
の
で
き

る
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
、
９
月

30
日
を
持
っ
て
終
了
し
ま
す
。　

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申

込
み
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、「
国
民
年
金
保
険
料

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
会
津
若
松

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
若
松
年
金
事
務
所

　
☎
27
―

５
３
２
１

　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
―

０
１
１
―

０
５
０

軽
自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車

等
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
・
軽
貨
物
車
・

農
耕
車
の
所
有
者
が
変
更
と
な
っ
た

と
き
、
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き
な

ど
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
住
所
が
変
わ
っ
た
ら
？

　「
変
更
登
録
」
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

②
所
有
者
の
名
義
が
変
わ
っ
た
ら
？

　「
移
転
登
録
」
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

※
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
名

　
義
の
ま
ま
登
録
さ
れ
て
い
る
車
輌

　
が
あ
り
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方

　
は
、
早
め
に
名
義
変
更
を
お
願
い

　
し
ま
す
。

③
使
用
し
な
く
な
っ
た
ら
？

　「
抹
消
登
録
」
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

▼
会
津
坂
下
町
ナ
ン
バ
ー

　
①
③
の
場
合
…
現
所
有
者
が
印
鑑

持
参
の
う
え
、
役
場
窓
口
で
手
続
き

し
ま
す
。

　
②
の
場
合
…
新
所
有
者
が
印
鑑
持

参
の
う
え
、
役
場
窓
口
で
手
続
き
し

ま
す
。

▼
会
津
・
福
島
ナ
ン
バ
ー

　
①
～
③
に
つ
い
て
自
動
車
販
売
会

社
、
ま
た
は
、
自
家
用
自
動
車
組
合

で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　
会
津
若
松
自
家
用
自
動
車
組
合

　
会
津
若
松
市
館
馬
町
12
―

18

　
☎
27
―

０
２
１
０

※
手
続
き
に
行
く
前
に
組
合
に
必
要

　
書
類
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
税
務
管
理
班

　
☎
84
―

１
５
０
２
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会
津
地
域
の
求
人
企
業
が
一
堂
に

会
し
、
企
業
概
要
や
求
人
内
容
の
説

明
、
面
接
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
、
参
加
は

無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　
９
月
16
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
４
時
（
受
付
は
正
午

か
ら
）

▼
会
場

　
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

▼
参
加
企
業

　
会
津
地
域
に
本
社
・
営
業
所
の
あ

る
事
業
所
50
社

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
地
域
雇
用
創
造
推
進
協
議
会

　
☎
23
―

９
１
８
２

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

:/
/
w

w
w

.a
izu

-k
o
y

o
u

.n
et

戦
没
者
追
悼
式
・
慰
霊
祭

　
会
津
坂
下
町
出
身
の
７
２
７
柱
の

御
霊
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
祖
国
の
栄

光
を
念
じ
、
平
和
を
願
い
な
が
ら
、

尊
い
犠
牲
と
な
ら
れ
た
御
英
霊
に
対

し
、
町
と
遺
族
連
合
会
で
は
、
再
び

悲
惨
な
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
決
意

を
新
た
に
、
御
霊
の
ご
冥
福
を
祈
り
、

追
悼
式
並
び
に
慰
霊
祭
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
16
日(

金)

　
　
　
　
午
前
10
時
～

▼
場
所
　
中
央
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
83
―

１
３
６
８

　
生
活
課
　
福
祉
健
康
班
（
③
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
２
２

坂
下
高
校
美
術
部
展

�

２
０
１
５
開
催

　
坂
下
高
校
美
術
部
の
作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
地
域
の
み

な
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

▼
日
程

　
10
月
16
日（
金
）～
10
月
25
日（
日
）

▼
時
間
　
中
央
公
民
館
開
館
時

※
な
お
、
25
日
は
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所
　
中
央
公
民
館

　
　
　
　
１
階
ロ
ビ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
立
坂
下
高
等
学
校
　

　
☎
83
―

２
９
１
１

注　

意

会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

　
な
り
す
ま
し
詐
欺
の
新
た
な
手
口

に
ご
注
意

①
な
り
す
ま
し
詐
欺
未
然
防
止
事
案

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
坂
下
イ
ン
タ
ー
店

・
未
然
防
止
状
況

　
７
月
18
日
の
午
後
、
Ａ
さ
ん
は
、

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
「
入
会
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
画
面
に
表

示
さ
れ
、
電
源
を
オ
フ
に
し
て
も
表

示
が
消
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
画
面
上
に
表
示
さ
れ
て
い

る
連
絡
先
に
電
話
す
る
と
、
男
の
声

で
「
脱
会
す
る
な
ら
コ
ン
ビ
ニ
で
15

万
円
分
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
ギ
フ

ト
券
を
買
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
買

っ
て
き
た
ら
、
ま
た
電
話
を
く
だ
さ

い
。
20
日
午
後
３
時
ま
で
に
手
続
を

し
な
い
と
脱
会
で
き
ま
せ
ん
。」
と

言
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
20
日
午
後
に

上
記
店
舗
に
お
い
て
15
万
円
分
の
ギ

フ
ト
券
を
購
入
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

同
店
店
長
は
、
Ａ
さ
ん
の
返
答
が
曖

昧
だ
っ
た
た
め
、「
な
り
す
ま
し
詐

欺
で
は
」
と
考
え
、
警
察
署
に
通
報

し
被
害
を
未
然
に
防
止
し
た
も
の
で

す
。

②
新
た
な
手
口
に
注
意

　
右
記
事
案
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
用
ギ
フ
ト
券
を
購
入
さ
せ
、

お
金
を
だ
ま
し
取
る
な
ど
新
手
の
手

口
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
、
東

京
都
内
で
は
金
融
機
関
で
預
貯
金
を

引
き
出
す
際
、
犯
人
か
ら
の
指
示
に

よ
り
、
自
動
車
販
売
店
か
ら
の
自
動

車
の
カ
タ
ロ
グ
や
見
積
書
を
受
け
取

り
、
そ
れ
を
金
融
機
関
に
持
参
し
て

自
動
車
購
入
を
名
目
と
し
て
預
貯
金

を
引
き
出
す
と
い
う
事
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
県
内
で
も
、
被
害
者
が
犯
人
か
ら

の
指
示
に
よ
り

・�

喪
服
を
着
て
金
融
機
関
を
訪
れ
、

葬
儀
費
用
を
名
目
と
し
て
預
貯
金

を
引
き
出
す

・�

墓
石
購
入
を
名
目
と
し
て
預
貯
金

を
引
き
出
す

と
い
う
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
犯
人
は
、
様
々
な
手
口
で
だ
ま
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
被
害
防
止
の
た

め
、
家
族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
警
察
署

　
☎
83
―

３
４
５
１

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況(平成27年７月末現在)

区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町

強 盗 自 販 機 ね ら い

空 き 巣 ね ら い 車 上 ね ら い 2 2

忍 び 込 み 2 1 ひ っ た く り

事 務 所 荒 し 部 品 ね ら い

出 店 荒 し 強 制 わ い せ つ

自 動 車 盗 街 頭 犯 罪 合 計 9 8

オ ー ト バ イ 盗 その他刑法犯等 46 35

自 転 車 盗 5 5 全 刑 法 犯 55 43

催
し
・
講
座

就
職
フ
ェ
ア
in
あ
い
づ

会
津
坂
下
消
防
署
よ
り

　「
９
月
１
日
は
防
災
の
日
」

　「
防
災
の
日
」
は
、
大
正
12
年
９

そ
の
他

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
よ
り

　
９
月
の
連
休
中
（
19
日
（
土
）
～

23
日（
水
））も
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

　
な
お
、
14
日
（
月
）、
28
日
（
月
）

は
休
館
日
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
管
理
運
営

　
㈱
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

　
☎
83
―

１
１
５
１

月
１
日
に
発
生
し
た
、「
関
東
大
震

災
」
に
ち
な
ん
で
、
国
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
23
年
３
月
11
日
の
「
東
日
本

大
震
災
」
以
降
各
地
で
地
震
が
頻
発

し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
行
動
は
、
地
震
か
ら
身

を
守
れ
ま
す
か
？

地
震
だ
！

・
机
や
テ
ー
ブ
ル
に
身
を
か
く
せ

・
逃
げ
道
の
確
保

・
あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
出
す
な

揺
れ
が
収
ま
っ
た
！
お
っ
と
、
避
難

の
前
に
…
。

・
落
ち
着
い
て
火
の
元
確
認

・
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
、
ガ
ス
の

　
元
栓
を
閉
め
て

・
正
し
い
情
報
と
確
か
な
行
動

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
消
防
署

　
☎
83
―

４
１
０
０
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注
　
意

○申し込みは原則、 土・日・祝日を除く

　午前8時30分～午後5時15分

○費用・料金等の記載のないものは無料

○ 「申込」 の記載があるものは事前に申し込みが必要

事　業　名 日　　時
開　催　場　所

申込 ･ 問い合わせ先
備　　　　　　考

わくわく☆　

　ドキドキ☆

楽しい広場

（保育所開放日）

９月11日(金)

午前９時～11時

場　ばんげ保育所
問　☎ 83―3202

対　町内在住の小学校入学前の子ども
持　飲み物
内　避難訓練に参加してみませんか。

　大切な命を守るための消防車や救急車のお

　仕事は？

10月２日(金)

午前９時～11時

対　町内在住の小学校入学前の子ども
持　飲み物
内　交通安全教室に参加してみませんか。

　パトカー・白バイの乗車体験ができるかも?!

秋まつり

（宵まつり）
９月12日(土)

午後６時～８時

場　会津坂下町メインス

　　トリート
問　秋まつり実行委員会

　　（一社）会津坂下町

　　観光物産協会

　　☎ 83―2111

内　提灯行列・ライトアップ山車

内　稚児行列・神輿渡御（午前９時～正午）

　　仮装山車コンクール（午後１時～４時30分）

※休憩場所を用意します！（午前10時～午後６時）

　中央公民館　和室・ロビー

　金銀交流センター

秋まつり

（本まつり）

９月13日(日)

午前９時～　　　

　　午後８時30分

すこやかキッズ

９月24日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分 場　健康管理センター
問　☎ 83―1000

対　２歳～幼稚園入園前の子どもと保護者
持　オムツ・飲み物
内　親子３Ｂ体操

10月８日(木)

午前 10時～　　　

　　　　11 時30分

対　０～２歳の子どもと保護者
持　オムツ・ミルク・飲み物
内　健やかキッズミニ運動会！他

司法書士による

無料法律相談会

10月１日(木)

午前10時～　　　

　　　　午後３時

場　町民体育館
問　生活課　戸籍環境班

　　☎ 84―1500

　　福島県司法書士会

　　☎ 024―534―7502

内　不動産の相続・売買・贈与などの登記、

　　会社の設立・役員変更・増資などの登記、

　　家事審判申立・成年後見申立・民事裁判

　　手続書類の作成、供託手続、債務整理な

　　ど身近な法律問題について相談をお受け

　　します。

人権・行政

合同相談会

10月６日(火)

午前10時～　　　

　　　　午後３時

場　町民体育館
問　生活課　戸籍環境班

　　☎ 84―1500

　　坂下コミュニティセンタ－

　　☎ 83―0522

内　暴力をふるわれたなど、人権に関するこ

　　とや役所などへの苦情や問題などの相談

　　に応じます。

行政書士会による

相談会

10月８日(木)

午前９時30分～　

　　　　　　正午

場　町民体育館
問　生活課　戸籍環境班

　　☎ 84―1500

　　坂下コミュニティセンタ－

　　☎ 83―0522

内　売買契約書、土地建物の許認可、遺言、

　　相続、離婚などの書類作成や申請手続き

　　などの相談に応じます。

弁護士による

無料法律相談会

10月９日(金)

午前10時～　　　

　　　　午後３時

場　保健福祉センタ－
問　生活課　戸籍環境班

　　☎ 84―1500

　　会津坂下町社会福祉

　　協議会

　　☎ 83―1368

内　毎日の生活の中での心配ごと、悩みごと

　　などお気軽にご相談ください。
申　前日までにお申し込みください。

第８回

会津山辺の道を

たずねて

10月31日(土)

場　町民体育館 前
問　教育課　社会文化班

　　☎ 83―3010㈹

期　10月１日(木)から10月16日(金)まで
費　2,500円（昼食、保険料込み）
申　参加費を添えて直接申し込み

　　当日集合時刻など詳細は申し込みの際に

　　お知らせします。

行き先　山形県米沢市方面　上杉家御廟・伝国の杜

場＝場所　問＝問い合わせ　内＝内容　期＝期日　費＝参加費　対＝対象者　申＝申込　持＝持参品
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　現在お使いの保険証は、有効期限が平成27年９月30日までとなっています。新しい保険証は、

９月中に国保に加入されている家族全員分をまとめて世帯主宛てに郵送します。

【問い合わせ先】　生活課　保険年金班（④窓口）　☎８４－１５０１

国民健康保険に加入されているみなさんへ

保険証が更新されます

○新しい保険証は10月１日より使用してください

　９月30日までは現在お使いの保険証を使用してください。

　なお、 10月１日以降、有効期限の過ぎた古い保険証は、ご自分で処分していただくか、役場窓口に

お持ちいただけば処分させていただきます。

○18歳までとは

　一部負担金の割合が０割となる『18歳まで』とは、 18歳の誕生日の前日以後最初の３月31日までの

ことをいいます。

○妊産婦の方へ

　会津坂下町の国民健康保険は、妊産婦の方は妊娠12週の属する月から分娩の属する月まで、一部負

担金の割合が０割となっています。医療機関を受診される際は、ご自身が妊産婦であることを証明す

るために、保険証にあわせて母子健康手帳を提示してください。

○国民健康保険の脱退の手続きはお済みですか？

　社会保険に加入しているのに国民健康保険の保険証が届いた方は、国保に加入したままになってい

ると思われます。自動的に脱退になったり、会社側で手続きをしたりはしません。本人またはご家族

が役場の窓口にお越しになって手続きをしてください。

保険証の色は、クリーム色からピンクにな

ります。退職者医療制度の方は変わらずう

す緑色です。

新しい保険証の有効期限は平成28年９月30

日になります。ただし９月までに後期高齢

者医療へ変わる方などはこの限りではあり

ません。
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9 月の保健ガイド
健康管理センター　☎83－1000

９月18日(金) ～ 10月15日(木)までの情報をお知らせします。

町の人口と世帯（８月１日現在）

人　口………16,212人（－22）

　男　………  7,753人（－ 4）

　女　………  8,459人（－18）

世帯数………  5,418戸（－15）

今月の納税 【納期限９月30日(水)】

●国民健康保険税　●住宅使用料

●介護保険料　　　●児童福祉負担金

●後期高齢者保険料

●上･下水道･農業集落排水使用料

7/21 ～ 8/20届出分

戸籍の窓口

※　上記については、保護者・ご親

　族に同意を得て掲載しています。

　掲載を希望されない方は 「戸籍の

　届書」 を提出する際に、担当に申

　し出てください。 

お誕生おめでとう

哀悼の意を表します

乳幼児健康診査
場　　所　健康管理センター

持 参 品　母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳

受付時間　午後１時～１時20分

事　業　名 月　日 対　　象　　者

４か月児 10月６日（火）
平成27年５月15日

～６月14日生

10か月児 ９月24日（木） 平成26年10・11月生

３歳６か月児 10月15日（木） 平成24年４・５月生

乳幼児健康
・栄養相談

10月９日（金）
月齢・年齢は問いません。育
児についての相談を希望する方。

離乳食教室
10月９日（金）

午後２時30分～
平成27年１月15日

～３月14日生

休日救急診療当番
� ※ 変更になる場合があります。

９月21日（月） 佐藤整形外科医院 ☎83―1155

９月23日（水） 平野医院 ☎83―2243

10月４日（日） 荒井医院 ☎83―2224

10月11日（日） 遠山眼科医院 ☎83―2011

救　急　病　院
坂下厚生総合病院 ☎83―3511

月　日 数値

８月１日 0.081 調査地点 数値 調査地点 数値

７月１日 0.087 坂 下 中 学 校 0.085 坂下南幼稚園 0.145

６月１日 0.077 坂下南小学校 0.107 坂下東幼稚園 0.100

５月１日 0.075 坂下東小学校 0.100 ばんげ保育所 0.069

４月１日 0.072 託児ルーム もみの木 0.067 えくぼ遊育園 0.113

【役場周辺】 【学校等における測定結果（８月11日）】

マイクロシーベルト／時

▼問い合わせ先　総務課　危機管理班　☎84―1527

建設課　上下水道班　☎ 84―1530

【休日の水道修理当番】 休日は下記に問い合わせください

放射線量測定結果

地　区	 　名　前　　  （保護者）

新　町	 小川　絢
けん

士
と

（裕之・美里）

新　町	 千代　瑛
えい

心
しん

（宏昭・美喜）

桜木町	 柏木　友
ゆ

里
り

（克公・律子）

新　町	 渡邉　旭
あさ

陽
ひ

（尚樹・香）

新　町	 鈴木　芽
め

依
い

（智大・有子）

五　香	 二瓶　和
のど

花
か

（悟史・直美）

宇　内	 髙畑　快
かい

成
せい

（智之・秀美）

沼　越	 斉　藤　良　美�（77歳）

束　原	 渡　部　匡　延�（83歳）

牛　沢	 新井田　ヨシノ�（91歳）

緑　町	 松　本　キミイ�（93歳）

茶屋町	 齋　藤　君　雄�（66歳）

桜木町	 江　川　清　喜�（81歳）

中政所	 水　野　ハツノ�（90歳）

諏訪町	 佐　藤　　　進�（90歳）

村　田	 青　木　ト　ミ�（84歳）

中　村	 生　江　イ　ノ�（93歳）

中　村	 渡　部　キミ子�（92歳）

金　上	 遠　藤　廣　利�（74歳）

八日沢	 佐　藤　富　雄�（83歳）

桜木町	 田　部　定　光�（91歳）

桜木町	 樋　口　惠　子�（85歳）

御池田	 二　瓶　俊　子�（90歳）

樋　渡	 佐　藤　アヤ子�（86歳）

本　町	 佐　藤　銀　三�（82歳）

本　名	 鈴　木　セツ子�（91歳）
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。
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人
小
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ら
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ま
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つ
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ん

桜
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子
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ん

菊
小
町
　
田た

代し
ろ

　
沙さ

彩あ
や

さ
ん

会津坂下安兵衛太鼓演奏

YOSAKOI演舞

流し踊り

竹水鉄砲づくり

アイス早食い選手権

夏男夏女・

幸運はだれに!!
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